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第七管区海上保安本部では、「釣り愛好者安全指導期間 １０月２５日（土）～１１月３日（月）

【１０日間】」におきまして、釣り愛好者の方々へ様々な手法で事故防止の呼びかけを行いました。 

釣り中における事故で、一番多い事故原因は「海中転落」です。 

管内において、海中転落により毎年約１４名の方が死者・行方不明者となっております。 

これから冬に向けて徐々に寒くなっていきますが、その中でも釣りを楽しまれる愛好者の方々 

は多くいらっしゃるかと思います。 

しかし、海水温度の低下に伴い、海中転落事故で命を落とす危険性は高くなっていきます。 

このため、滑りにくい靴を着用する等の防止策を施したうえで、海中転落することのないよう十

分にご注意ください。 

また、引き続き、救命胴衣の着用もお願いいたします。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＦＭラジオを通じた呼びかけ】     【岸壁での呼びかけ・日中】     【岸壁での呼びかけ・夜間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  【釣り愛好者による利用の多い宿泊施設   【釣具店での呼びかけ】 

での呼びかけ】  

 

 

 

 

 
【釣り雑誌を通じた呼びかけ】  

 

 

バックナンバー 

http://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/gyoumu/kyunan/marine_anzen_report/ 

第七管区海上保安本部 
マリンレジャー安全推進室 
℡093-321-2931（担当；上野） 
 

★ 釣り愛好者の事故防止★ 

http://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/gyoumu/kyunan/marine_anzen_report/


 

 

「小型船舶の海難を防ぐ３つのポイン

ト」については、右図の項目が重要だ

と、講習会等でお話をさせて貰ってい

るところですが、これから冬場にかけ

ては、急速に発達する低気圧の影響等

により、気象・海象を把握していなか

ったが故の海難発生が予想されること

から、今月は、気象の急変に伴う海難 

を未然に防ぐ対策について、考えたいと思います。 

 

 

 

本年6月、北海道岩内町沖（約1キロ沖合い） 

で、ボートが転覆し3人死亡1人が行方不明と 

なる痛ましい海難事故が発生しました。 

当初、事故船舶から「エンジントラブルで漂流 

している。」との通報があり、巡視艇が到着した時 

には既にボートは転覆しておりました。 

地元の漁師らは、「今朝の海の状態では、沖に出 

れる状態ではない。」とインタビューで答えており 

ます。（新聞報道） 

 

 

 

 これから冬場にかけては、急速に発達する低気圧の影響により、天候が急変する

ことがあります。気象・海象の急変に伴う海難を起こさないためには、やはり次の

ことが重要です。 

  ☆ 天気予報などの情報の入手に努める。 

  ☆ 風・雲・波浪などの変化に注意する。（観天望気の把握） 

  ☆ 悪天候が予想されるときには、無理な出港（出漁）は止める。 

  ☆ 遊漁中（操業中）、天候が崩れだしたら、無理をせず早めに帰港する。 

 

 

 

 

 

 
 

★  気象の急変に伴う海難を防ぐために  ★ 

小型船舶の海難を防ぐ３つのポイント 
 

○ 見張りの徹底 
 

○ 発航前点検の徹底 
 

○ 気象・海象の把握 

「発航前点検」・「気象・海象の把握」の重要性を示す事故事例 

天候の急変に伴う船舶海難を未然に防ぐには何が重要なのか？ 

出港前にはウェザーチェック！  
 

■気象庁ホームページ 

■テレビ・ラジオ等 

■海上保安庁 沿岸域情報（ＭＩＣＳ） 

http://kaiho.mlit.go.jp/info/mics 

航行海域を調べよう！  
 

■浅瀬、岩場、定置網などの確認 

（海図、情報図等の利用） 

■水域利用に係るローカルルール情報 

（ＰＷ安全協会）http://www.pwsa-jp.com/ 
 

 

 

http://kaiho.mlit.go.jp/info/mics
http://www.pwsa-jp.com/

